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学
校
の
運
営
の
問
題
な
ど
、
解
決
す
べ
き
課

題
が
数
多
く
あ
る
。

本
市
と
し
て
は
今
後
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
と
の
協
議
の
場
を
設
け
て
、
率
直
な
意

見
交
換
を
行
い
、
諸
問
題
の
解
決
に
向
け
て

鋭
意
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

新
市
立
図
書
館
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

新
市
立
図
書
館
は
、
県
内
で
最
大
規

模
の
開
架
25
万
冊
、
閉
架
55
万
冊
の
計
80
万

冊
の
図
書
を
収
蔵
す
る
書
架
と
、
閲
覧
席
を

約
300
席
設
け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、

多
く
の
市
民
の
方
々
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

児
童
・
青
少
年
・
社
会
人
・
障
害
者
の
専
用

コ
ー
ナ
ー
及
び
地
域
資
料
・
行
政
資
料
・
国

際
情
報
資
料
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
と
も

に
、
夜
間
・
祝
日
も
開
館
す
る
予
定
に
し
て

い
る
。
な
お
、
市
民
の
利
用
機
会
が
増
え
る

こ
と
に
対
応
し
、
図
書
に
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
を
取

り
付
け
る
が
、
こ
れ
を
自
動
貸
出
機
で
読
み

込
ま
せ
る
こ
と
で
、
カ
ウ
ン
タ
ー
を
通
す
こ

と
な
く
自
分
で
借
り
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、
手
続
き
の
大
幅
な
短
縮
が
図
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
図
書
の
相
談
が
で
き
る
専
門
カ
ウ

ン
タ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
き
め
細
や

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。今

後
、
新
市
立
図
書
館
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
、
今
ま
で
以
上
に
多
種
多
様
な

図
書
を
誰
も
が
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

緑
化
推
進
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

民
有
地
の
緑
化
に
つ
い
て

は
、
平
成
５
年
度
に
長
崎
市
緑
化
基
金
を
創

設
し
、
住
宅
に
お
け
る
生
垣
や
樹
木
に
対
す

る
補
助
、
事
業
所
が
行
う
樹
木
や
芝
な
ど
の

植
栽
に
対
す
る
補
助
及
び
建
物
の
屋
上
や
壁

面
な
ど
の
緑
化
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
一
方
、
市
街
地
の
道
路
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
９
年
度
か
ら
中
心
市

街
地
の
主
要
幹
線
道
路
や
観
光
ル
ー
ト
の
道

路
植
栽
帯
に
、
年
間
を
通
し
て
楽
し
め
る
四

季
折
々
の
花
を
植
栽
し
て
い
る
。
ま
た
、
郊

外
の
道
路
花
壇
や
自
治
会
花
壇
な
ど
に
つ
い

て
は
、
地
元
自
治
会
や
老
人
会
、
商
店
街
な

ど
要
望
の
あ
っ
た
団
体
に
、
本
市
で
つ
く
っ

た
花
の
苗
や
種
を
配
付
し
、
花
壇
の
整
備
が

図
ら
れ
て
い
る
。

今
後
と
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
手
法
を
導

入
し
、
市
民
と
企
業
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

た
緑
化
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

2006
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
取
り
組
み
と
評
価
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

つ
い
て
は
、
開
催
を
重
ね
る
ご
と
に
観
光
客

の
集
客
数
も
増
加
を
し
、
今
回
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
ま
た
期
間
中
に
土
曜
と
日
曜
が
５

日
間
あ
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
昨
年
よ
り
４

万
人
多
い
86
万
人
の
集
客
が
あ
っ
た
。
な
お
、

今
回
か
ら
、
安
全
対
策
及
び
リ
ピ
ー
タ
ー
対

策
と
し
て
、
中
島
川
公
園
会
場
を
新
設
し
、

観
客
の
会
場
間
の
回
遊
を
促
進
す
る
こ
と
で

湊
公
園
と
中
央
公
園
の
観
客
の
一
極
集
中
の

緩
和
を
図
っ
た
ほ
か
、
眼
鏡
橋
を
中
心
に
黄

色
い
ラ
ン
タ
ン
で
修
飾
す
る
こ
と
に
よ
り
、

川
面
に
映
る
幻
想
的
な
雰
囲
気
の
演
出
を
行

っ
た
。
さ
ら
に
は
、
長
崎
さ
る
く
博
の
プ
レ

イ
ベ
ン
ト
や
会
場
周
遊
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、

地
産
地
消
の
推
進
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
実
施

し
、い
ず
れ
も
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
と
も
、
魅
力
あ
る
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
目
指
し
、
本
市
の
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

固
定
資
産
税
の
減
な
ど
税
収
減
に
対

す
る
新
た
な
税
源
の
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

市
税
減
収
に
対
す
る
対
応
策
で

あ
る
が
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
平
成
19

年
度
か
ら
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税

源
移
譲
が
実
施
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り

約
30
億
円
の
税
収
増
が
見
込
ま
れ
る
。

次
に
、
課
税
自
主
権
の
活
用
に
よ
る
新
た

な
税
源
確
保
策
と
し
て
は
、
法
定
外
税
の
新

設
と
超
過
課
税
の
実
施
が
考
え
ら
れ
る
が
、

法
定
外
税
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
財
政

構
造
改
革
等
に
よ
る
歳
出
の
ス
リ
ム
化
を
実

施
す
べ
き
で
あ
り
、
市
民
に
新
た
な
負
担
を

求
め
る
の
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
と
の
結
論
に

達
し
、
実
施
に
至
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
超

過
課
税
に
つ
い
て
は
現
在
、
法
人
市
民
税
の

法
人
税
割
に
お
い
て
の
み
実
施
し
て
い
る

が
、
他
の
税
に
つ
い
て
は
、
法
定
外
税
の
新

設
見
送
り
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。

本
市
と
し
て
は
、
今
後
、
ま
ず
未
収
と
な

っ
て
い
る
市
税
の
徴
収
対
策
に
全
力
で
取
り

組
み
、
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
を
行
う
た
め

に
必
要
な
調
査
を
徹
底
し
、
市
税
収
入
の
増

収
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
事
業
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
デ
ー

タ
の
収
集
を
行
い
、
こ
れ
を
も
と
に
地
域
全

般
に
わ
た
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
普
及

啓
発
に
係
る
基
本
計
画
及
び
施
策
の
基
本
的

な
方
向
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検
討
を
行

う
も
の
で
あ
る
。
本
市
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
の
製
品
製
造
や
研
究
開
発
が
行
わ
れ

て
お
り
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
芽

吹
い
て
い
る
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

は
、
今
後
の
成
長
分
野
で
あ
り
、
環
境
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
産
業

振
興
を
図
る
上
で
地
域
の
潜
在
能
力
を
把
握

し
、
基
礎
調
査
を
行
う
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に

つ
い
て
は
、
環
境
や
地
場
産
業
振
興
と
の
関

連
で
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。
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